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平
成
28
年 

熊
本
地
震
復
興
支
援

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
、災
害
現
場
へ
初
出
動

総
合
的
な

避
難
所
運
営
支
援
に
取
り
組
む

出発式で決意を述べる西尾卓樹チームリーダー

拍手で見送られチーム員出発

熊
本
県
D
C
A
T
と
共
に
ス
タ
ー
ト

　

被
災
地
で
は
、
専
門
的
な
ケ
ア
が
必
要

な
方
の
人
数
を
把
握
で
き
て
い
な
い
避
難

所
も
あ
り
、
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
指
定

を
受
け
た
高
齢
者
施
設
の
中
に
は
、
地
域

住
民
の
避
難
受
入
れ
や
、支
援
者
不
足
で
、

十
分
機
能
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

先
遣
チ
ー
ム
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

益
城
町
内
の
避
難
所
な
ど
を
巡
回
し
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
・
乳
幼
児
等
配
慮
が
必

要
な
方
々
の
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
こ
と
を

確
認
。
益
城
町
支
援
情
報
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
熊
本
県
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
D
C
A
T
）
と
協
働

し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
応
急
的
支
援

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
担
当
の
岡
山
市
保

健
師
チ
ー
ム
や
避
難
所
管
理
者
等
と
連
携

し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
避
難
住
民
へ
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
解

決
す
べ
き
課
題
を
把
握
）
を
実
施
。
ア
セ

ス
メ
ン
ト
表
や
要
配
慮
者
マ
ッ
プ
を
デ
ー

タ
で
整
理
し
、
関
係
者
に
お
い
て
共
有
す

る
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
チ
ー
ム
の

提
案
に
よ
り
福
祉
相
談
コ
ー
ナ
ー
「
相
談

ど
こ
ろ　

さ
し
よ
り（
現
地
の
方
言
で「
と

り
あ
え
ず
」）
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、

住
民
の
自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難

所
に
お
け
る
住
民
支
援
を
想
定
し
、
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、
訓
練
な
ど
も

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
熊
本
地
震
で
は
、

チ
ー
ム
と
し
て
派
遣
と
な
り
、
現
地
入
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
岩
手
県
庁
で
行
わ
れ
た

チ
ー
ム
出
発
式
で
は
、
先
遣
チ
ー
ム
（
西

尾
卓
樹
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
以
下
、計
４
名
）

の
出
発
に
あ
た
り
、
佐
々
木
県
保
健
福
祉

部
長
か
ら
「
派
遣
に
協
力
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
る
。
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
お
願
い
す
る
」
と
、
根
子
県
社
協

専
務
理
事
か
ら
「
被
災
し
た
か
ら
こ
そ
わ

か
る
こ
と
が
あ
る
。
経
験
を
活
か
し
て
欲

し
い
」と
挨
拶
が
あ
り
、西
尾
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
か
ら
は
「
被
災
者
の
日
々
変
わ
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
派
遣
チ
ー
ム
第
２
班

（
５
月
１
日
出
発
）
に
つ
な
げ
た
い
」
と

決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
と
し
て
初
派
遣

　

４
月
14
日
、
熊
本
県
を
中
心
に
最
大
震

度
７
の
強
い
地
震
が
断
続
的
に
発
生
し
ま

し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
影
響
で
、
福
祉
施
設

な
ど
で
は
停
電
や
断
水
、
建
物
に
亀
裂
が

入
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
（
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
な
ど
４
２
７
施

設
／
４
月
20
日
現
在
／
厚
生
労
働
省
）。

　

各
福
祉
施
設
で
は
、
利
用
者
の
生
活
を

支
え
な
が
ら
、
避
難
し
て
き
た
地
域
住
民

へ
の
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

発
災
を
う
け
、
岩
手
県
で
は
社
会
福
祉

士
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
で
構
成
す
る

岩
手
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
本
部

長
：
達
増
岩
手
県
知
事
、
登
録
者
２
３
４

人
）が
被
災
地
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に

民
間
主
導
で
立
ち
上
げ
た
全
国
で
も
先
駆

的
な
組
織
で
す
。
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協
議
会
の
職
員
が
現
地
で
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
受

付
事
務
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
都
道
府

県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

が
、
現
地
で
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

東
北
3
県
の
社
協
が

現
地
の
社
協
の
法
人
運
営
支
援

　

東
北
各
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
も
そ
れ

ぞ
れ
職
員
を
派
遣
し
、
被
災
地
で
の
特
例

貸
付
資
金
の
利
用
希
望
者
対
応
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
熊
本
市

中
央
区
で
被
災
者
支
援
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
家
財
に
被
害
を
受
け
た
方
が
多
い
こ

と
か
ら
、
貸
付
件
数
は
全
体
で
５
，３
７

２
件
（
５
月
18
日
現
在
）
に
達
し
て
お
り
、

件
数
は
ま
だ
伸
び
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
福
島
、宮
城
、岩
手
の
３
県
の
社

会
福
祉
協
議
会
は
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
、
現
地
の
社
会
福
祉
協
議
会
の

法
人
運
営
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
は
長
期
間
の

支
援
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
熊
本
地
震

の
復
興
に
も
息
の
長
い
支
援
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携

わ
る
と
、
被
災
地
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
流
が

続
け
ば
、
長
く
被
災
地
を
支
え
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

祉
協
議
会
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
被
災
し
た
住
民
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、

全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
か
け

つ
け
、被
災
し
た
家
屋
の
片
付
け
や
運
搬
、

避
難
所
で
の
生
活
支
援
な
ど
多
彩
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で

な
く
、
中
国
・
四
国
・
近
畿
・
東
海
・
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
・
市
町
村
社
会
福
祉

岩
手
県
か
ら
は
、
医
師
ら
で
つ
く
る
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
D
Ｍ
A
T
）、
医
療

救
護
チ
ー
ム
、
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー

ム
（
D
Ｐ
A
T
）、
そ
し
て
全
国
唯
一
の

い
わ
て
感
染
制
御
支
援
チ
ー
ム
（
Ｉ
C
A

T
）
な
ど
が
派
遣
さ
れ
、
被
災
者
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
社
会
福
祉
協
議
会
が

熊
本
を
支
援

　

一
方
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
や
熊

本
県
内
で
被
害
の
あ
っ
た
各
市
町
社
会
福

　
「
さ
し
よ
り
」に
は
、住
宅
や
子
ど
も（
保

育
所
、
学
校
再
開
な
ど
）、
福
祉
用
具
な

ど
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
１
班
か
ら
第
５
班
ま
で
派
遣

避
難
住
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援

チ
ー
ム
は
、
第
１
班
か
ら
第
５
班
ま
で

派
遣
さ
れ
、
チ
ー
ム
の
活
動
は
、
熊
本
県

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
と
京
都
府
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
に
引
継
が
れ
、
最
終
第
５

班
は
、
５
月
18
日
に
帰
県
し
ま
し
た
。

　

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
の
ほ
か
に
も
、

熊本市中央区災害ボランティアセンター

益城町災害ボランティアセンター
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発
災
か
ら
２
週
間
が
経
過
し
て

の
派
遣

～
被
災
県
の
行
政
機
能
は
麻
痺
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
た
派
遣
体
制
を
～

　

チ
ー
ム
は
、
被
災
地
の
要
請
に
基

づ
き
派
遣
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
る
。

　

前
震
が
あ
っ
た
４
月
14
日
の
翌

日
、
岩
手
県
（
庁
）
か
ら
熊
本
県

D
C
A
T
の
担
当
課
を
抱
え
る
熊
本

県
（
庁
）
に
、
派
遣
の
用
意
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
た
も
の
の
、
同
課
は
救

援
物
資
等
の
担
当
課
で
も
あ
り
、
支

援
を
受
け
入
れ
る
（
要
請
す
る
）
判

断
を
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
と
思

わ
れ
、
チ
ー
ム
の
派
遣
は
発
災
２
週

間
後
で
あ
っ
た
。

　

大
規
模
災
害
時
の
福
祉
的
支
援
に

お
い
て
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
急
務
で
あ
る
こ
と
は
他
の

都
道
府
県
で
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、

チ
ー
ム
が
発
足
し
て
い
る
都
府
県
が

複
数
に
上
る
が
、
D
Ｍ
A
T
や
保
健

師
チ
ー
ム
の
よ
う
な
国
レ
ベ
ル
で
の

派
遣
ス
キ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
て
お
ら

ず
、
災
害
救
助
法
に
「
福
祉
」
を
位

置
付
け
る
こ
と
も
含
め
、
国
レ
ベ
ル

で
の
調
整
機
能
の
構
築
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

他
チ
ー
ム
と
の
連
携
と
後
発

チ
ー
ム
に
よ
る
連
続
的
な
支
援

～
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
必
要
性

を
改
め
て
痛
感
～

　

チ
ー
ム
で
は
、
後
発
チ
ー
ム
へ
の

引
継
ぎ
や
保
健
師
等
他
チ
ー
ム
・
関

係
者
と
の
連
携
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
の
位
置
付
け
を
検
討
し

て
い
た
が
、
チ
ー
ム
の
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
に
反
映
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

熊
本
で
の
活
動
で
は
、
先
遣
チ
ー

ム
か
ら
第
２
班
、
第
３
班
か
ら
第
４

班
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
業
務
を
担
う
チ
ー
ム
員
を
１

名
配
置
。
熊
本
D
C
A
T
、
熊
本
県
、

他
チ
ー
ム
や
地
元
福
祉
関
係
者
等
と

連
携
を
密
に
す
る
役
を
担
っ
た
。

　

今
後
の
チ
ー
ム
組
織
に
こ
の
機
能

を
し
っ
か
り
位
置
付
け
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

滞
在
型
支
援
の
メ
リ
ッ
ト

～
避
難
者
に
継
続
的
に
寄
り
添
う
支

援
～

　

チ
ー
ム
は
、
地
域
の
避
難
所
を
巡

回
し
て
歩
く
と
い
う
よ
り
は
、
ひ
と

つ
の
避
難
所
に
常
駐
し
、
避
難
者
と

避
難
所
運
営
者
に
寄
り
添
い
支
援
す

る
こ
と
と
を
想
定
し
て
お
り
、
今
回

も
実
践
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
活
動
を
引
き
継
い
だ
京

都
府
チ
ー
ム
か
ら
は
、
相
談
処
に
来

た
避
難
者
が
、「
岩
手
の
人
達
に
た

く
さ
ん
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
。
報

道
に
は
腹
が
立
ち
、
全
く
本
音
を
話

せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
で
は
聞

い
て
も
ら
え
た
。
東
北
の
人
た
ち
は

自
分
が
大
き
い
災
害
の
被
災
者
な
の

に
、
こ
こ
に
来
て
く
れ
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
。
自
分
も
、
生
活
が
安
定

し
た
ら
、
東
北
に
何
か
恩
返
し
が
し

た
い
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
の
報
告

を
受
け
た
。

　

震
災
を
経
験
し
、
そ
の
教
訓
の
基

に
組
織
さ
れ
た
福
祉
チ
ー
ム
員
の
活

動
が
、
熊
本
の
被
災
者
の
心
に
届
い

て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
た
。

　

岩
手
県
災
害
福
祉
広
域

支
援
推
進
機
構
（
本
部

長
：
達
増
岩
手
県
知
事　

事
務
局
：
岩
手
県
社
会
福

祉
協
議
会
）
が
派
遣
主
体

と
な
る
岩
手
県
災
害
派
遣

福
祉
チ
ー
ム
は
、
大
規
模

災
害
の
初
期
段
階
（
発
災

か
ら
５
日
間
程
度
。
必
要

に
応
じ
て
延
長
）
に
現
地

に
派
遣
さ
れ
、
避
難
所
等

で
福
祉
的
支
援
に
あ
た
る

チ
ー
ム
。

　

派
遣
に
あ
た
っ
て
は
事

前
に
所
定
の
研
修
を
修
了

し
た
チ
ー
ム
員
登
録
者
の

中
か
ら
、
１
チ
ー
ム
４
～

６
名
程
度
で
編
成
さ
れ
る
。

　

福
祉
チ
ー
ム
の
最
大
の

目
的
は
、
発
災
直
後
か
ら

発
生
す
る
福
祉
的
課
題
に

い
ち
早
く
介
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、２
次
的
被
害（
状

態
の
重
度
化
、
関
連
死
）

の
発
生
を
防
ぎ
、
避
難
状

況
下
に
お
い
て
も
良
好
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
の
被
災
者
支
援
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

県
総
合
防
災
訓
練
に
も

参
加
し
チ
ー
ム
派
遣
体

制
を
強
化

　

県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー

ム
は
平
成
25
年
９
月
に
発

足
。
こ
れ
ま
で
岩
手
県
災

害
福
祉
広
域
支
援
推
進
機

構
（
県
・
岩
手
県
社
会
福

祉
協
議
会
）
で
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
毎
年
度
「
県

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員

登
録
研
修
」
を
実
施
し
、

現
在
の
登
録
は
社
会
福
祉

士
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
ら
２
３
４
人
。

　

チ
ー
ム
の
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
ほ
か
、

チ
ー
ム
員
養
成
の
た
め
の

登
録
研
修
及
び
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
岩
手
県
総
合

防
災
訓
練
等
に
も
参
加

し
、
チ
ー
ム
派
遣
体
制
の

強
化
に
努
め
て
い
る
。

活動の目的
避難者、福祉避難所、その他の災害の発
生時において要援護者を受け入れる施設
（以下「避難所等」）における被災者支援
体制の充実を図る
① 避難者のニーズ把握及び要援護者の
スクリーニング

② 要援護者からの相談対応及び介護を
要する者への応急的支援

③ 避難所等の環境の改善
④ 中長期支援への橋渡し

基本的な考え方
ストップ孤立・支え合い～地元力の再生
の橋渡し
① 自己完結的活動を基本とする
② 被災者・被災地の福祉の自立を促進
する

③ あらゆる職種との連携を図る
④ 被災地の意向に寄り添う

 県災害派遣福祉チームとは

今 後 の 災 害 対 応 に 向 け て

■熊本派遣エントリーチーム員数
� 延べ　　8₆名
■派遣人数　先遣　　４名
　　　　　　第２班　５名
　　　　　　第３班　５名
　　　　　　第４班　５名
　　　　　　第５班　３名
　　　　　　コーディネーター１×２
　　　　　　　　計� 延べ　　2₄名


